
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　蒸気圧縮式の冷凍サイクル運転を行うことによって、室内空間における顕熱負荷および
潜熱負荷を処理する空気調和機（１０）であって、
　空気中の水分を吸着する吸着剤と、
　前記冷凍サイクルにおける冷媒の蒸発器として機能して前記吸着剤に水分を吸着させる
吸着動作と、凝縮器として機能して前記吸着剤から水分を脱離させる再生動作とを行う熱
交換器（３，５）と、
　前記熱交換器（３，５）におけるドレン水の発生を予測あるいは検知するドレン水認識
部（３ｂ，３ｃ，３ｄ，４，５ｂ，５ｃ，５ｄ，８１，８５）と、
　前記ドレン水認識部（３ｂ，３ｃ，３ｄ，４，５ｂ，５ｃ，５ｄ，８１，８５）におけ
る予測あるいは検知結果に基づいて、前記ドレン水の発生を抑制する乾燥運転を行う制御
部（８０）と、
を備え、
　前記制御部（８０）は、前記熱交換器（３，５）における前記再生動作と前記吸着動作
とを、所定のバッチ切換時間が経過するたびに交互に切り換えながら運転を行うとともに
、前記バッチ切換時間を短くして前記乾燥運転を行う、
空気調和機（１０）。
【請求項２】
　蒸気圧縮式の冷凍サイクル運転を行うことによって、室内空間における顕熱負荷および
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潜熱負荷を処理する空気調和機（１０）であって、
　空気中の水分を吸着する吸着剤と、
　前記冷凍サイクルにおける冷媒の蒸発器として機能して前記吸着剤に水分を吸着させる
吸着動作と、凝縮器として機能して前記吸着剤から水分を脱離させる再生動作とを行う熱
交換器（３，５）と、
　前記熱交換器（３，５）におけるドレン水の発生を予測あるいは検知するドレン水認識
部（３ｂ，３ｃ，３ｄ，４，５ｂ，５ｃ，５ｄ，８１，８５）と、
　前記熱交換器（３，５）における前記再生動作と前記吸着動作とを所定のバッチ切換時
間が経過するたびに交互に切り換えながら運転を行うとともに、前記ドレン水認識部（３
ｂ，３ｃ，３ｄ，４，５ｂ，５ｃ，５ｄ，８１，８５）における予測あるいは検知結果に
基づいて、前記ドレン水の発生を抑制する乾燥運転を行う制御部（８０）と、
　前記バッチ切換時間の経過時において、前記冷媒の流路を切り換える冷媒流路切換部（
９）と、
　前記バッチ切換時間の経過時において、空気の流路を切り換える空気流路切換部（３５
～３８，４７～５０）と、
を備え、
　前記制御部（８０）は、前記冷媒流路切換部（９）における前記冷媒の流路切り換えを
前記空気流路切換部（３５～３８，４７～５０）における空気の流路を切り換えるタイミ
ングよりも早くして前記乾燥運転を行う、
空気調和機（１０）。
【請求項３】
　蒸気圧縮式の冷凍サイクル運転を行うことによって、室内空間における顕熱負荷および
潜熱負荷を処理する空気調和機（１０）であって、
　空気中の水分を吸着する吸着剤と、
　前記冷凍サイクルにおける冷媒の蒸発器として機能して前記吸着剤に水分を吸着させる
吸着動作と、凝縮器として機能して前記吸着剤から水分を脱離させる再生動作とを行う熱
交換器（３，５）と、
　前記熱交換器（３，５）におけるドレン水の発生を検知するドレン水認識部と、
　前記ドレン水認識部における検知結果に基づいて、前記ドレン水の発生を抑制する乾燥
運転を行う制御部（８０）と、
を備え、
　前記制御部（８０）は、前記室内空間から取り込んだ空気に対して前記潜熱負荷の処理
を行い、前記処理された空気を室内空間へ排出するとともに、室外から取り込んだ空気に
対して前記潜熱負荷を供給して室外へ放出する循環運転に切り換えて前記乾燥運転を行う
、
空気調和機（１０）。
【請求項４】
　前記ドレン水認識部（３ｂ，３ｃ，３ｄ，４，５ｂ，５ｃ，５ｄ，８１，８５）は、前
記熱交換器（３，５）の下部に配置されたドレンパン（８３）に取り付けられた水位セン
サ（８１）を有している、
請求項 に記載の空気調和機（１０）。
【請求項５】
　前記ドレン水認識部（３ｂ，３ｃ，３ｄ，４，５ｂ，５ｃ，５ｄ，８１，８５）は、前
記蒸発器として機能する前記熱交換器（３，５）を通過した空気の温度および湿度の少な
くとも一方を検知するセンサ（３ｂ，４，５ｂ）を有している、
請求項 に記載の空気調和機（１０）。
【請求項６】
　前記ドレン水認識部（３ｂ，３ｃ，３ｄ，４，５ｂ，５ｃ，５ｄ，８１，８５）は、前
記熱交換器（３，５）の上部と下部とにそれぞれ設けられた温度センサ（３ｃ，５ｃ，３
ｄ，５ｄ）を有している、
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請求項 に記載の空気調和機（１０）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気と冷媒との間で熱交換を行わせるための熱交換器を備えた空気調和機に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、室内空間を快適な環境に保つために、室内空間に存在する顕熱負荷および潜
熱負荷をそれぞれ処理する熱交換器を備えた空気調和機が提供されている。
【０００３】
　空気調和機において除湿運転を行う場合には、一般的に、蒸発器として機能する熱交換
器の温度（冷媒の温度）を、これを通過する空気の露点温度以下まで下げて熱交換器を通
過する際に空気中の水分を結露させることで除去し、潜熱処理を行っている（特許文献１
参照）。
【０００４】
　例えば、特許文献１に開示された空気調和機では、上記のようにして熱交換器において
発生したドレン水を空気調和機の室内機から屋外まで配設されたドレン配管を通じて屋外
へ排出している。これにより、空気調和機の室内機において大量に発生するドレン水が室
内機であふれて室内にたれてくる等の不具合の発生を防止して、屋外へ排出することがで
きる。
【特許文献１】特開２００２－１３７５６号公報（平成１４年１月１８日公開）
【特許文献２】特開平１０－１９６９９５号公報（平成１０年７月３１日公開）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記公報に開示された従来の空気調和機では、以下に示すような問題点
を有している。
【０００６】
　すなわち、上記公報に開示された空気調和機では、上記のようにドレン水を室内機から
屋外へ排出するためのドレン配管を配設する必要があるため、工事が面倒で、かつコスト
アップの要因となっていた。
【０００７】
　本発明の課題は、デシカント式の空気調和機の室内機側におけるドレン水の発生を抑制
することが可能な空気調和機を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　第１の発明に係る空気調和機は、蒸気圧縮式の冷凍サイクル運転を行うことによって、
室内空間における顕熱負荷および潜熱負荷を処理する空気調和機であって、吸着剤と熱交
換器とドレン水認識部と制御部とを備えている。吸着剤は、空気中の水分を吸着する。熱
交換器は、冷凍サイクルにおける冷媒の蒸発器として機能して吸着剤に水分を吸着させる
吸着動作と、凝縮器として機能して吸着剤から水分を脱離させる再生動作とを行う。ドレ
ン水認識部は、熱交換器におけるドレン水の発生を予測あるいは検知する。制御部は、ド
レン水認識部における予測あるいは検知結果に基づいて、ドレン水の発生を抑制する乾燥
運転を行う。また、制御部は、熱交換器における再生動作と吸着動作とを、所定のバッチ
切換時間が経過するたびに交互に切り換えながら運転を行うとともに、バッチ切換時間を
短くして乾燥運転を行う。
【０００９】
　ここでは、ドレン水認識部が、ドレン水が発生しやすい空気調和機の内部、例えば、蒸
発器となって吸着動作を行う熱交換器におけるドレン水の発生を予測または検知して、制

10

20

30

40

50

(3) JP 3797367 B2 2006.7.19

１から３のいずれか



御部が乾燥運転を行う。
【００１０】
　これにより、蒸発器となって吸着動作を行う熱交換器においてドレン水が発生したこと
を予測して、あるいは実際にドレン水が発生したことを検知して乾燥運転を行い、空気調
和機の内部においてドレン水が発生しにくい環境を形成することができる。よって、空気
調和機の内部におけるドレン水の発生を予防または抑制することが可能になる。
【００１１】
　この結果、ドレン水配管が設置されている空気調和機と比較して、例えば、空気調和機
からドレン水を外部へ排出するためのドレン水配管の設置を不要にしてコストダウンを図
ることができる、ドレン水配管を従来の配管径よりも細いものに置き換えられる等の効果
を奏する。
【００１２】
　また、ここでは、上記ドレン水認識部においてドレン水の発生を検知した場合には、制
御部が検知時における運転状態よりもバッチ切換時間を短くする。これにより、吸着動作
と再生動作との切り換えが早くなり、吸着剤が常に高い吸着力を保持した状態を維持する
ことができる。一方、蒸発器、凝縮器として機能する熱交換器が十分に温度上昇、下降す
る前に切り換えられるため、顕熱の処理能力が低下する。この結果、潜熱負荷を効率よく
処理する乾燥運転を行うことができる。
【００１３】
　第２の発明に係る空気調和機は、蒸気圧縮式の冷凍サイクル運転を行うことによって、
室内空間における顕熱負荷および潜熱負荷を処理する空気調和機であって、吸着剤と熱交
換器とドレン水認識部と制御部と冷媒流路切換部と空気流路切換部とを備えている。吸着
剤は、空気中の水分を吸着する。熱交換器は、冷凍サイクルにおける冷媒の蒸発器として
機能して吸着剤に水分を吸着させる吸着動作と、凝縮器として機能して吸着剤から水分を
脱離させる再生動作とを行う。ドレン水認識部は、熱交換器におけるドレン水の発生を予
測あるいは検知する。制御部は、熱交換器における再生動作と吸着動作とを所定のバッチ
切換時間が経過するたびに交互に切り換えながら運転を行うとともに、ドレン水認識部に
おける予測あるいは検知結果に基づいて、ドレン水の発生を抑制する乾燥運転を行う。冷
媒流路切換部は、バッチ切換時間の経過時において、冷媒の流路を切り換える。空気流路
切換部は、バッチ切換時間の経過時において、空気の流路を切り換える。また、制御部は
、冷媒流路切換部における冷媒の流路切り換えを、空気流路切換部における空気の流路を
切り換えるタイミングよりも早くして、乾燥運転を行う。
【００１４】
　ここでは、ドレン水認識部が、ドレン水が発生しやすい空気調和機の内部、例えば、蒸
発器となって吸着動作を行う熱交換器におけるドレン水の発生を予測または検知して、制
御部が乾燥運転を行う。
【００１５】
　これにより、蒸発器となって吸着動作を行う熱交換器においてドレン水が発生したこと
を予測して、あるいは実際にドレン水が発生したことを検知して乾燥運転を行い、空気調
和機の内部においてドレン水が発生しにくい環境を形成することができる。よって、空気
調和機の内部におけるドレン水の発生を予防または抑制することが可能になる。
【００１６】
　この結果、ドレン水配管が設置されている空気調和機と比較して、例えば、空気調和機
からドレン水を外部へ排出するためのドレン水配管の設置を不要にしてコストダウンを図
ることができる、ドレン水配管を従来の配管径よりも細いものに置き換えられる等の効果
を奏する。
【００１７】
　また、ここでは、上記ドレン水認識部においてドレン水の発生を検知した場合には、制
御部が冷媒流路の切り換えタイミングを空気流路の切り換えタイミングよりも早くする。
【００１８】
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　これにより、ドレン水が発生する蒸発器として機能する熱交換器側に早めに湿度の低い
空気を送り込むことができるため、その後のドレン水の発生を抑制できる。また、凝縮器
として機能する側の熱交換器については、凝縮器として機能する時間は変化しないため、
熱交換器を乾燥させることができる。
【００１９】
　第３の発明に係る空気調和機は、蒸気圧縮式の冷凍サイクル運転を行うことによって、
室内空間における顕熱負荷および潜熱負荷を処理する空気調和機であって、吸着剤と熱交
換器とドレン水認識部と制御部とを備えている。吸着剤は、空気中の水分を吸着する。熱
交換器は、冷凍サイクルにおける冷媒の蒸発器として機能して吸着剤に水分を吸着させる
吸着動作と、凝縮器として機能して吸着剤から水分を脱離させる再生動作とを行う。ドレ
ン水認識部は、熱交換器におけるドレン水の発生を検知する。制御部は、ドレン水認識部
における検知結果に基づいて、ドレン水の発生を抑制する乾燥運転を行う。また、制御部
は、室内空間から取り込んだ空気に対して潜熱負荷の処理を行い、処理された空気を室内
空間へ排出するとともに、室外から取り込んだ空気に対して潜熱負荷を供給して室外へ放
出する循環運転に切り換えて、乾燥運転を行う。
【００２０】
　ここでは、ドレン水認識部が、ドレン水が発生しやすい空気調和機の内部、例えば、蒸
発器となって吸着動作を行う熱交換器におけるドレン水の発生を検知して、制御部が乾燥
運転を行う。
【００２１】
　この結果、ドレン水配管が設置されている空気調和機と比較して、例えば、空気調和機
からドレン水を外部へ排出するためのドレン水配管の設置を不要にしてコストダウンを図
ることができる、ドレン水配管を従来の配管径よりも細いものに置き換えられる等の効果
を奏する。
【００２２】
　また、ここでは、上記ドレン水認識部においてドレン水の発生を検知した場合には、制
御部が空気の流路を切り換えて循環運転を行い、潜熱負荷を外気へ放出する。
【００２３】
　第 の発明にかかる空気調和機は、第 の発明に記載の空気調和機で
あって、ドレン水認識部は、熱交換器の下部に配置されたドレンパンに取り付けられた水
位センサを有している。
【００２４】
　ここでは、ドレン水認識部が、熱交換器が蒸発器として機能する際に発生するドレン水
が溜まるドレンパンにおいてドレン水の発生を検知する水位センサを備えている。
【００２５】
　これにより、熱交換器においてドレン水が発生したことを容易に検知することができる
。
【００２６】
　第 の発明に係る空気調和機は、第 の発明に記載の空気調和機であ
って、ドレン水認識部は、蒸発器として機能する熱交換器を通過した空気の温度および湿
度の少なくとも一方を検知するセンサを有している。
【００２７】
　ここでは、ドレン水認識部が、蒸発器として機能して吸着動作を行った熱交換器側を通
過した空気の温度および／または湿度を検知するセンサを備えている。
【００２８】
　これにより、蒸発器として機能して吸着動作を行う熱交換器を通過した空気が高湿度に
なっていることを検知して、蒸発器として機能する熱交換器におけるドレン水の発生を予
測することができる。
【００２９】
　第 の発明に係る空気調和機は、第 の発明に記載の空気調和機であ
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って、ドレン水認識部は、熱交換器の上部と下部とにそれぞれ設けられた温度センサを有
している。
【００３０】
　ここでは、ドレン水認識部が、ドレン水の発生を検知する手段として、熱交換器の上部
、下部のそれぞれに設けられた温度センサを備えている。
【００３１】
　これにより、熱交換器が蒸発器として吸着動作を行った際に吸着剤で吸収できずに発生
したドレン水が熱交換器の下部に溜まると、この熱交換器が凝縮機として再生動作を行う
際に熱交換器における上部と下部とで温度上昇に差が生じる。このため、熱交換器が蒸発
器から凝縮器へと切り換えられた際に生じる熱交換器上部と下部とにおける温度差を検出
するために、熱交換器の上部と下部とに温度検知素子をそれぞれ設けることで、ドレン水
の発生を検知することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３２】
　本発明の一実施形態に係る空気調和機およびその制御方法について、図１～図１５を用
いて説明すれば以下の通りである。
【００３３】
　［空気調和機全体の構成］
　本実施形態の空気調和機１０は、熱交換器の表面にシリカゲル等の吸着剤を担持したデ
シカント式外調機であって、室内空間に供給される空気に対して冷房除湿運転、あるいは
暖房加湿運転を行う。また、空気調和機１０は、図１～図３に示すように、第１熱交換器
（熱交換器）３、第２熱交換器（熱交換器）５、サーミスタ３ａ，５ａ（図５参照）、湿
度センサ（ドレン水認識部）３ｂ，５ｂ（図５参照）、温湿度センサ（ドレン水認識部）
４（図５参照）、送風ファン７７，７９、圧縮機７、ケーシング１７、制御部８０（図１
１参照）等を備え、後述する冷媒回路１を形成している。
【００３４】
　第１熱交換器３および第２熱交換器５は、図４に示すように、クロスフィン式のフィン
・アンド・チューブ型の熱交換器であって、長方形板状に形成されたアルミニウム製の多
数のフィン１３と、このフィン１３を貫通する銅製の伝熱管１５とを備えている。各フィ
ン１３および伝熱管１５の外表面には、第１・第２熱交換器３，５を通過する空気に含ま
れる水分を吸着させる吸着剤がディップ成形（浸漬成形）等によって担持されている。
【００３５】
　この吸着剤としては、ゼオライト、シリカゲル、活性炭、親水性または吸水性を有する
有機高分子ポリマー系材料、カルボン酸基またはスルホン酸基を有するイオン交換樹脂系
材料、感温性高分子等の機能性高分子材料等を使用することができる。
【００３６】
　なお、上記第１・第２熱交換器３，５は、第１熱交換器３が凝縮器、第２熱交換器５が
蒸発器として機能する第１の状態と、第１熱交換器３が蒸発器、第２熱交換器５が凝縮器
として機能する第２の状態とが、後述する制御部８０によって交互に切り換えられる、い
わゆるバッチ式制御が行われる。また、第１の状態においては、第１熱交換器３が凝縮器
として機能する際に吸着剤から水分を脱離させる吸着剤の再生動作、第２熱交換器５が蒸
発器として機能する際に吸着剤に水分を吸着させる吸着動作が行われる。一方、第２の状
態においては、第１熱交換器３が蒸発器として機能する際に吸着剤に水分を吸着させる吸
着動作、第２熱交換器５が凝縮器として機能する際に吸着剤から水分を脱離させる吸着剤
の再生動作が行われる。このように、第１熱交換器３と第２熱交換器５とにおいて、交互
に吸着動作と再生動作とを繰り返すとともに、各熱交換器３，５を通過して室内外へ供給
される空気の流路を切り換えることで、吸着剤における水分の吸着と放出（脱離）とを継
続して行うことができる。よって、除湿性能あるいは加湿性能を維持しつつ各種運転を安
定して行うことができる。
【００３７】
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　また、第１熱交換器３および第２熱交換器５は、例えば冷房除湿運転を行う場合におい
て、蒸発器として機能する際に、熱交換器３，５を流れる冷媒と熱交換器３，５を通過す
る空気との間で熱交換を行って顕熱負荷を処理する。そして、熱交換器３，５の表面に担
持された吸着剤により熱交換器３，５を通過する空気に含まれる水分を吸着して潜熱処理
を行う。これにより、第１の状態または第２の状態において、２つの熱交換器３，５を用
いて交互に吸着動作と再生動作とを行うことで、吸着剤による吸着力を低下させることな
く、安定した状態で顕熱処理および潜熱処理の双方を行うことができる。
【００３８】
　サーミスタ３ａは、第１熱交換器３に取り付けられており、第１熱交換器３が凝縮器と
して機能する第１の状態と蒸発器として機能する第２の状態とにおいて、第１熱交換器３
の表面温度（冷媒温度）を測定する。
【００３９】
　湿度センサ３ｂは、後述する空気流路切換機構（空気流路切換部）９１における空気の
流路の切り換えに応じて、第１熱交換器３を通過する前、あるいは通過した後の空気の湿
度を測定する。
【００４０】
　温湿度センサ４は、熱交換器３，５を通過する前あるいは後における空気の温度と湿度
とを測定する。
【００４１】
　サーミスタ５ａは、第２熱交換器５に取り付けられており、第２熱交換器５が蒸発器と
して機能する第１の状態と凝縮器として機能する第２の状態とにおいて、第２熱交換器５
の表面温度（冷媒温度）を測定する。
【００４２】
　湿度センサ５ｂは、空気流路切換機構９１における空気の流路の切り換えに応じて、第
２熱交換器５を通過する前、あるいは通過した後の空気の湿度を測定する。
【００４３】
　そして、制御部８０が、温湿度センサ４、湿度センサ３ｂ，５ｂにおける湿度測定結果
に基づいて、ドレン水の発生を予測する。
【００４４】
　第１ファン７９は、第１吹出口２３の位置に対応して取り付けられており、ケーシング
１７の内部から外部に向かって空気を送り出す。
【００４５】
　第２ファン７７は、第２吹出口２５の位置に対応して取り付けられており、ケーシング
１７の内部から外部に向かって空気を送り出す。そして、第１・第２ファン７７，７９は
、後述する第１吸込口１９、第２吸込口２１、第１吹出口２３、第２吹出口２５を介して
、空気調和機１０における空気流路を形成する。
【００４６】
　ケーシング１７は、略直方体形状の箱であって、後述する冷媒回路１が収納されている
。ケーシング１７の左側面板１７ａには、室外空気ＯＡを取り入れる第１吸込口１９と、
リターン空気である室内空気ＲＡを取り入れる第２吸込口２１とが形成されている。一方
、ケーシング１７の右側面板１７ｂには、排出空気ＥＡを室外に排出する第１吹出口２３
と、調湿空気ＳＡを室内に供給する第２吹出口２５とが形成されている。また、ケーシン
グ１７の内部には、ケーシング１７の内部を仕切る仕切部材として仕切板２７が設けられ
ている。そして、ケーシング１７は、この仕切板２７によって形成された空気室２９ａと
機器室２９ｂとを有している。
【００４７】
　仕切板２７は、図１に示すように、ケーシング１７の下端である正面板１７ｃから上端
である背面板１７ｄまで設けられているとともに、ケーシング１７の中央部よりやや右側
に配置されている。さらに、仕切板２７は、ケーシング１７の厚さ方向である垂直方向に
設けられており、図２および図３に示すように、ケーシング１７の上端である上面板１７
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ｅから下端である下面板１７ｆまで設けられている。
【００４８】
　空気室２９ａには、仕切部材として、第１端面板３３と第２端面板３１と中央の区画板
６７とが設けられている。第１端面板３３と第２端面板３１とは、図１に示すように、ケ
ーシング１７の左側面板１７ａから仕切板２７まで設けられている。また、第１端面板３
３は、図１に示すように、ケーシング１７の中央部よりやや上側に配置され、第２端面板
３１は、図１に示すように、ケーシング１７の中央部よりやや下側に配置されている。ま
た、第１端面板３３と第２端面板３１とは、図２および図３に示すように、ケーシング１
７の上面板１７ｅから下面板１７ｆまで設けられている。区画板６７は、図１に示すよう
に、第１端面板３３から第２端面板３１まで設けられている。
【００４９】
　機器室２９ｂには、冷媒回路１を構成する部材のうち、第１，第２熱交換器３，５を除
く圧縮機７等が収納されているとともに、第１ファン７９と第２ファン７７とが収納され
ている。
【００５０】
　さらに、ケーシング１７は、空気室２９ａに、第１端面板３３と第２端面板３１と区画
板６７と仕切板２７とによって形成された第１熱交換室６９と、第１端面板３３と第２端
面板３１と区画板６７と左側面板１７ａとによって形成された第２熱交換室７３とを有し
ている。
【００５１】
　第１熱交換室６９には、第１熱交換器３が配置され、第２熱交換室７３には、第２熱交
換器５が配置されている。
【００５２】
　第１端面板３３と背面板１７ｄとの間には、仕切部材である水平板６１が設けられて第
１流入路６３と第１流出路６５とが形成されている。また、第２端面板３１と正面板１７
ｃとの間には、仕切部材である水平板５５が設けられて第２流入路５７と第２流出路５９
とが形成されている。
【００５３】
　水平板６１，５５は、ケーシング１７の内部空間を仕切っており、図２に示すように、
第１流入路６３が上面側に、第１流出路６５が下面側に形成され、図３に示すように、第
２流入路５７が上面側に、第２流出路５９が下面側に形成されている。つまり、第１流入
路６３と第１流出路６５とは、第１熱交換室６９および第２熱交換室７３の各一面が連続
する厚さ方向の一端面に沿って形成され、かつ第１熱交換室６９および第２熱交換室７３
の厚さ方向に重畳して配置されている。
【００５４】
　また、第２流入路５７と第２流出路５９とは、第１熱交換室６９および第２熱交換室７
３の各一面が連続する端面で一端面に対向する対向面に沿って形成され、かつ第１熱交換
室６９および第２熱交換室７３の厚さ方向に重畳して配置されている。
【００５５】
　そして、第１流入路６３および第１流出路６５と第２流入路５７および第２流出路５９
とは、図１に示すように上下対称に配置され、つまり、第１熱交換室６９および第２熱交
換室７３を横断する中央線を基準として面対称に配置されている。
【００５６】
　さらに、第１流入路６３は、第１吸込口１９に連通し、第１流出路６５は、第１ファン
７９を介して第１吹出口２３に連通している。また、第２流入路５７は、第２吸込口２１
に連通し、第２流出路５９は、第２ファン７７を介して第２吹出口２５に連通している。
【００５７】
　第１端面板３３には、図２に示すように、４つの開口３３ａ～３３ｄが形成されている
。各開口３３ａ～３３ｄには、第１ダンパ４７、第２ダンパ４８、第３ダンパ４９および
第４ダンパ５０（空気流路切換部）が設けられている。４つの開口３３ａ～３３ｄは、行
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列方向に近接して配置されており、つまり、上下左右に２つずつ升目状に配置され、第１
の開口３３ａと第３の開口３３ｃとが第１熱交換室６９の内部に形成され、第２の開口３
３ｂと第４の開口３３ｄとが第２熱交換室７３の内部に形成されている。
【００５８】
　第１の開口３３ａは、第１流入路６３と第１熱交換室６９とを連通させ、第３の開口３
３ｃは、第１流出路６５と第１熱交換室６９とを連通させている。また、第２の開口３３
ｂは、第１流入路６３と第２熱交換室７３とを連通させ、第４の開口３３ｄは、第１流出
路６５と第２熱交換室７３とを連通させている。
【００５９】
　第２端面板３１には、図３に示すように、４つの開口３１ａ～３１ｄが形成されている
。各開口３１ａ～３１ｄには、第５ダンパ３５、第６ダンパ３６、第７ダンパ３７および
第８ダンパ３８（空気流路切換部）が設けられている。４つの開口３１ａ～３１ｄは、行
列方向に近接して配置されている。つまり、４つの開口３１ａ～３１ｄは、上下左右に２
つずつ升目状に配置されている。そして、第５の開口３１ａと第７の開口３１ｃとが第１
熱交換室６９の内部に形成され、第６の開口３１ｂと第８の開口３１ｄとが第２熱交換室
７３の内部に形成されている。
【００６０】
　第５の開口３１ａは、第２流入路５７と第１熱交換室６９とを連通させ、第７の開口３
１ｃは、第２流出路５９と第１熱交換室６９とを連通させている。また、第６の開口３１
ｂは、第２流入路５７と第２熱交換室７３とを連通させ、第８の開口３１ｄは、第２流出
路５９と第２熱交換室７３とを連通させている。
【００６１】
　また、第１～第８ダンパ４７～５０，３５～３８は、開口３３ａ～３３ｄおよび開口３
１ａ～３１ｄを開閉する図示しない開閉手段（空気流路切換機構（空気流路切換部）９１
）を有しており、この開閉手段を用いて、上述した第１の状態と第２の状態との切り換え
時に空気の流路を変更する。
【００６２】
　本実施形態の空気調和機１０は、内部に、図１１に示す制御部８０を備えている。そし
て、制御部８０は、除湿運転と加湿運転とを切り換え可能に制御する。また、制御部８０
は、図１１に示すように、温湿度センサ４、湿度センサ３ｂ，５ｂ、水位センサ（ドレン
水認識部）８１、空気流路切換機構９１、四路切換弁（冷媒流路切換部）９、膨張弁１１
と接続されている。
【００６３】
　温湿度センサ４、湿度センサ３ｂ，５ｂについては、上述した通りである。
【００６４】
　水位センサ８１は、図１２に示すように、第１熱交換器３および第２熱交換器５の直下
において、第１熱交換器３、第２熱交換器５が蒸発器として機能する際に発生する可能性
があるドレン水Ｗを溜めるドレンパン８３の底面に取り付けられたフロート式の水位セン
サである。また、水位センサ８１は、本体部８１ａ、ステム８１ｂ、フロート８１ｃを備
えている。本体部８１ａは、フロート８１ｃが所定位置になったときに検出信号を発生す
るリミットスイッチ（図示せず）を内部に備えている。ステム８１ｂは、本体部８１ａか
ら下向きに伸びる円柱状の部材である。フロート８１ｃは、ステム８１ｂに対して上下方
向に摺動可能に取り付けられており、内部が中空のドーナツ型の部材である。実際に発生
したドレン水Ｗの検知は、図１２に示すように、ドレンパン８３にドレン水Ｗが溜まって
きてステム８１ｂに沿って所定の高さまで上昇したフロート８１ｃをリミットスイッチが
検知することで行われる。
【００６５】
　ドレンパン８３は、第１，第２熱交換器３，５の直下において、第１熱交換器３、第２
熱交換器５がそれぞれ蒸発器として機能する際に発生する可能性があるドレン水Ｗを溜め
るための受け皿となる部材である。なお、本実施形態の空気調和機１０では、水位センサ
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８１がドレン水の発生を検知すると、制御部８０が後述する乾燥運転に切り換えられて、
ドレン水の発生を抑制する制御を行うとともに、すでに発生しているドレン水の蒸発を促
進する制御を行うことから、ドレンパン８３は水位センサ８１のフロート８１ｃが納まる
程度の大きさであればよい。なお、本実施形態における乾燥運転とは、その後のドレン水
の発生を抑制する運転と、すでに発生したドレン水の蒸発を促す運転の双方を含むものと
する。
【００６６】
　空気流路切換機構９１は、第１～第４ダンパ３５～３８および第５～第８ダンパ４７～
５０が備えている切換手段であって、制御部８０からの指示によって空気流路を切り換え
る。
【００６７】
　四路切換弁９は、後述する冷媒回路１において冷媒の流路を切り換える。なお、四路切
換弁９については、冷媒回路１について説明する後段にて詳述する。
【００６８】
　膨張弁１１は、後述する冷媒回路１において冷媒の圧力を調整する。
【００６９】
　また、制御部８０は、空気調和機１０が除湿運転を行う場合には、第１熱交換器３およ
び第２熱交換器５を交互に蒸発器として機能させ、この第１熱交換器３または第２熱交換
器５を介して空気調和機１０内を流れる空気に含まれる水分を吸着剤で吸着させる。一方
、第２熱交換器５または第１熱交換器３を凝縮器として機能させ、凝縮熱により、この第
２熱交換器５または第１熱交換器３を介して空気調和機１０内を流れる空気に対して吸着
剤において吸着した水分を放出して吸着剤を再生させる。そして、吸着剤によって除湿さ
れた空気を室内に供給し、かつ吸着剤から水分が放出された空気を室外に供給するように
冷媒回路１の冷媒循環および第１～第８ダンパ４７～５０，３５～３８によって空気流路
を切り換える。
【００７０】
　制御部８０は、加湿運転を行う場合には、蒸発器として機能する第１熱交換器３または
第２熱交換器５を介して空気調和機１０内を流れる空気に含まれる水分を吸着剤で吸着す
る。一方、凝縮器として機能する第２熱交換器５または第１熱交換器３を介して空気調和
機１０内を流れる空気に対して吸着剤において吸着した水分を放出して吸着剤を再生する
。そして、吸着剤から水分が放出されて加湿された空気を室内に供給するように冷媒回路
１の冷媒循環およびダンパ４７～５０，３５～３８による空気流通を切り換える。
【００７１】
　具体的には、制御部８０は、全換気モードにおいて冷房除湿運転を行う場合には、室外
空気を取り込み、蒸発器として機能する第１熱交換器３または第２熱交換器５の表面に担
持された吸着剤において室外空気の水分を吸着し、室外空気を除湿空気にして室内に供給
する。一方、室内空気を取り込み、凝縮器として機能する第２熱交換器５または第１熱交
換器３の表面に担持された吸着剤から水分を放出させて吸着剤を再生し、加湿空気を室外
へ放出する。
【００７２】
　また、制御部８０は、循環モードにおいて冷房除湿運転を行う場合には、室内空気を取
り込み、蒸発器として機能する第１熱交換器３または第２熱交換器５の表面に担持された
吸着剤において室内空気の水分を吸着し、除湿した空気を室内に供給する。一方、室外空
気を取り込み、凝縮器として機能する第２熱交換器５または第１熱交換器３の表面に担持
された吸着剤から水分を放出させて吸着剤を再生し、加湿空気を室外へ放出することで除
湿運転を行う。
【００７３】
　一方、制御部８０は、全換気モードにおいて暖房加湿運転を行う場合には、室内空気を
取り込み、蒸発器として機能する第１熱交換器３または第２熱交換器５の表面に担持され
た吸着剤において取り込まれた空気に含まれる水分を吸着し、除湿された空気を室外に排
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出する。一方、室外空気を取り込み、凝縮器として機能する第２熱交換器５または第１熱
交換器３の表面に担持された吸着剤から水分を放出させて吸着剤を再生し、加湿された空
気を室内に供給する。
【００７４】
　また、制御部８０は、循環モードにおいて暖房加湿運転を行う場合には、室外空気を取
り込み、蒸発器として機能する第１熱交換器３または第２熱交換器５の表面に担持された
吸着剤において取り込まれた空気に含まれる水分を吸着し、除湿された空気を屋外へ放出
する。一方、室内空気を取り込み、凝縮器として機能する第２熱交換器５または第１熱交
換器３の表面に担持された吸着剤から水分を放出して吸着剤を再生し、加湿された空気を
屋内へ放出する。
【００７５】
　　〔冷媒回路の構成〕
　冷媒回路１は、図５に示すように、圧縮機７と、四路切換弁９と、第１熱交換器３と、
膨張弁１１と、第２熱交換器５とがこの順に冷媒配管を介して接続された閉回路として形
成されている。さらに、冷媒回路１には冷媒が充填されており、この冷媒が冷媒回路１を
循環して蒸気圧縮式の冷凍サイクルを形成している。
【００７６】
　第１熱交換器３は、その一端が四路切換弁９に接続されており、他端は膨張弁１１を介
して第２熱交換器５の一端に接続されている。
【００７７】
　第２熱交換器５は、一端が膨張弁１１を介して第１熱交換器３に接続されており、他端
が四路切換弁９に接続されている。
【００７８】
　四路切換弁９は、冷媒の流路切換手段であって、図６（ａ）に示すように、第１のポー
トと第３のポートとが連通すると同時に第２のポートと第４のポートとが連通する状態と
、図６（ｂ）に示すように、第１のポートと第４のポートとが連通すると同時に第２のポ
ートと第３のポートとが連通する状態とに切り換え可能である。そして、この四路切換弁
９の切り換えにより冷媒回路における冷媒の流路を変更して、第１熱交換器３が凝縮器と
して機能すると同時に第２熱交換器５が蒸発器として機能する第１の状態と、第１熱交換
器３が蒸発器として機能すると同時に第２熱交換器５が凝縮器として機能する第２の状態
とを切り換えを行うことができる。
【００７９】
　　〔運転動作〕
　次に、上述した空気調和機１０の運転動作について説明する。空気調和機１０は、第１
空気と第２空気とを取り込み、除湿運転と加湿運転とを切り換えて行う。また、空気調和
機は、第１の状態と第２の状態とを交互に繰り返すことにより、除湿運転および加湿運転
を連続的に行う。また、空気調和機１０は、全換気モードの除湿運転および加湿運転と、
循環モードの除湿運転および加湿運転とを行う。以下で、各運転モードにおける制御内容
について詳しく説明する。
【００８０】
　　－全換気モードの冷房除湿運転－
　空気調和機１０において全換気モードの冷房除湿運転を行う場合には、制御部８０は、
室外空気ＯＡとして取り込んだ第１空気を空調空気ＳＡとして室内に供給する一方、室内
空気ＲＡとして取り込んだ第２空気を排出空気ＥＡとして室外に排出するように各部を制
御する。
【００８１】
　　《第１動作》
　第１ファン７９および第２ファン７７を駆動した第１動作では、第２熱交換器５におい
て吸着動作、第１熱交換器３において再生（脱離）動作が行われる。つまり、第１動作で
は、図６（ａ）および図７に示すように、第２熱交換器５に第１空気として取り込んだ室
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外空気ＯＡ中の水分が吸着され、第１熱交換器３の表面に担持された吸着剤から脱離した
水分が第２空気に付与される。
【００８２】
　また、四路切換弁９は、図６（ａ）に示すように、第１ポートと第３ポートとが接続さ
れ、第２ポートと第４ポートとが接続された状態に切り換えられる。その結果、冷媒回路
１の第１熱交換器３が凝縮器として機能し、第２熱交換器５が蒸発器として機能する。
【００８３】
　つまり、圧縮機７から吐出された高温高圧の冷媒は、加熱用の熱媒体として第１熱交換
器３に流れる。この第１熱交換器３において、冷媒によってフィン１３および伝熱管１５
の外表面に担持された吸着剤が加熱されて、吸着剤から水分が脱離して吸着剤が再生され
る。
【００８４】
　一方、第１熱交換器３において凝縮した冷媒は、膨張弁１１で減圧される。減圧後の冷
媒は、冷却用の熱媒体として第２熱交換器５に流れる。第２熱交換器５においては、フィ
ン１３および伝熱管１５の外表面に担持された吸着剤が水分を吸着する際に吸着熱が発生
する。第２熱交換器５の冷媒は、この吸着熱を吸熱して蒸発する。蒸発した冷媒は、圧縮
機７に戻り、循環が繰り返される。
【００８５】
　また、第１ファン７９および第２ファン７７の駆動により、第２吸込口２１より第２空
気として流入した室内空気ＲＡは、第２流入路５７を流れ、第５の開口３１ａから第１熱
交換室６９に流れる。この第１熱交換室６９において、第２空気は、第１熱交換器３の吸
着剤より脱離した水分が放出されて加湿される。この加湿された第２空気は、第１熱交換
室６９から第３の開口３３ｃを経て第１流出路６５を流れ、第１ファン７９を経て第１吹
出口２３から排出空気ＥＡとして室外に排出される。
【００８６】
　一方、第１吸込口１９より流入した室外空気ＯＡは、第１空気として第１流入路６３を
流れ、第２の開口３３ｂから第２熱交換室７３に流れる。この第２熱交換室７３において
、第１空気は、水分が第２熱交換器５の吸着剤に吸着されて除湿される。さらに、第１空
気は、第２熱交換器５における冷媒の蒸発熱によって顕熱を奪われる。このように冷房除
湿された第１空気は、第２熱交換室７３から第８の開口３１ｄを経て第２流出路５９を流
れ、第２ファン７７を経て第２吹出口２５から、空調空気ＳＡとして室内に供給される。
【００８７】
　この第１動作を所定のバッチ切換時間が経過するまで行った後、第２動作を行う。
【００８８】
　　《第２動作》
　第１ファン７９および第２ファン７７を駆動した第２動作では、図６（ｂ）に示すよう
に、第１熱交換器３での吸着動作と、第２熱交換器５での再生動作とが行われる。つまり
、第２動作では、図６（ｂ）および図８に示すように、第１熱交換器３に第１空気として
取り込まれた室外空気ＯＡ中の水分が吸着され、第２熱交換器５の表面に担持された吸着
剤から脱離した水分が第１空気に付与されて、室内空気ＳＡとして室内に供給される。
【００８９】
　また、四路切換弁９は、図６（ｂ）に示すように、第１ポートと第４ポートとが接続さ
れ、第２ポートと第３ポートとが接続された状態に切り換えられる。その結果、冷媒回路
１では、第２熱交換器５が凝縮器として機能し、第１熱交換器３が蒸発器として機能する
。
【００９０】
　つまり、圧縮機７から吐出された高温高圧の冷媒は、加熱用の熱媒体として第２熱交換
器５に流れる。この第２熱交換器５において、冷媒によってフィン１３および伝熱管１５
の外表面に担持された吸着剤が加熱されて吸着剤から水分が脱離して吸着剤が再生される
。
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【００９１】
　一方、第２熱交換器５で凝縮した冷媒は、膨張弁１１で減圧される。減圧後の冷媒は、
冷却用の熱媒体として第１熱交換器３に流れる。この第１熱交換器３において、フィン１
３および伝熱管１５の外表面に担持された吸着剤が水分を吸着する際に吸着熱が発生する
。第１熱交換器３の冷媒は、この吸着熱を吸熱して蒸発する。蒸発した冷媒は、圧縮機７
に戻り、冷媒はこの循環を繰り返す。
【００９２】
　また、第１ファン７９および第２ファン７７の駆動により、第２吸込口２１より室内空
気ＲＡとして流入した第２空気は、第２流入路５７を流れ、第６の開口３１ｂから第２熱
交換室７３に流れる。この第２熱交換室７３において、第２空気は、第２熱交換器５の吸
着剤より脱離した水分が放出されて加湿される。この加湿された第２空気は、第２熱交換
室７３から第４の開口３３ｄを経て第１流出路６５を流れ、第１ファン７９を経て第１吹
出口２３から、排出空気ＥＡとして室外に排出される。
【００９３】
　一方、第１吸込口１９より室外空気ＯＡとして流入した第１空気は、第１流入路６３を
流れ、第１の開口３３ａから第１熱交換室６９に流れる。この第１熱交換室６９において
、第１空気は、水分が第１熱交換器３の吸着剤に吸着されて除湿される。さらに、第１空
気は、第１熱交換器３における冷媒の蒸発熱によって顕熱を奪われる。このように冷房除
湿された第１空気は、第１熱交換室６９から第７の開口３１ｃを経て第２流出路５９を流
れ、第２ファン７７を経て第２吹出口２５から、空調空気ＳＡとして室内に供給される。
【００９４】
　この第２動作を所定のバッチ切換時間が経過するまで行った後、再び第１動作を行う。
そして、この第１動作と第２動作とを所定のバッチ切換時間が経過する毎に繰り返すこと
で室内空間における除湿を連続的に行う。
【００９５】
　　－全換気モードの暖房加湿運転－
　空気調和機１０において全換気モードの暖房加湿運転を行う場合には、制御部８０が、
室内空気ＲＡとして取り込んだ第１空気を室外空気ＥＡとして室外に排出し、室外空気Ｏ
Ａとして取り込んだ第２空気を室内空気ＳＡとして室内に供給するように各部を制御する
。
【００９６】
　　《第１動作》
　第１ファン７９および第２ファン７７を駆動した第１動作では、第２熱交換器５での吸
着動作と、第１熱交換器３での再生動作とが行われる。つまり、第１動作では、図６（ａ
）および図９に示すように、第２熱交換器５に第１空気として取り込まれた室内空気ＲＡ
中の水分が吸着され、第１熱交換器３の表面に担持された吸着剤から脱離した水分がＯＡ
として取り込まれた第２空気に付与される。
【００９７】
　また、四路切換弁９は、図６（ａ）に示すように、第１ポートと第３ポートとが接続さ
れ、第２ポートと第４ポートとが接続された状態に切り換えられる。その結果、冷媒回路
１の第１熱交換器３が凝縮器として機能し、第２熱交換器５が蒸発器として機能する。
【００９８】
　つまり、圧縮機７から吐出された高温高圧の冷媒は、加熱用の熱媒体として第１熱交換
器３に流れる。この第１熱交換器３において、冷媒によってフィン１３および伝熱管１５
の外表面に担持された吸着剤が加熱されて吸着剤から水分が脱離して吸着剤が再生される
。
【００９９】
　一方、第１熱交換器３において凝縮した冷媒は、膨張弁１１で減圧される。減圧後の冷
媒は、冷却用の熱媒体として第２熱交換器５に流れる。この第２熱交換器５において、フ
ィン１３および伝熱管１５の外表面に担持された吸着剤が水分を吸着する際に吸着熱が発
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生する。第２熱交換器５の冷媒は、この吸着熱を吸熱して蒸発する。蒸発した冷媒は、圧
縮機７に戻り、冷媒はこの循環を繰り返す。
【０１００】
　また、第１ファン７９および第２ファン７７の駆動により、第２吸込口２１より室内空
気ＲＡとして流入した第１空気は、第２流入路５７を流れ、第６の開口３１ｂから第２熱
交換室７３に流れる。この第２熱交換室７３において、第１空気に含まれる水分が第２熱
交換器５の吸着剤に吸着されて除湿される。この除湿された第１空気は、排出空気ＥＡと
なり、第２熱交換室７３から第４の開口３３ｄを経て第１流出路６５を流れ、第１ファン
７９を経て第１吹出口２３より室外に排出される。
【０１０１】
　一方、第１吸込口１９より室外空気ＯＡとして流入した第２空気は、第１流入路６３を
流れ、第１の開口３３ａから第１熱交換室６９に流れる。第２空気は、この第１熱交換室
６９において、第１熱交換器３の吸着剤より脱離した水分が放出されて加湿される。さら
に、第２空気は、第１熱交換器３における冷媒の凝縮熱によって顕熱を与えられる。この
ように暖房加湿された第２空気は、第１熱交換室６９から第７の開口３１ｃを経て第２流
出路５９を流れ、第２ファン７７を経て第２吹出口２５から調湿空気ＳＡとして室内に供
給される。
【０１０２】
　この第１動作を所定のバッチ切換時間が経過するまで行った後、第２動作を行う。
【０１０３】
　　《第２動作》
　第１ファン７９および第２ファン７７を駆動した第２動作では、第１熱交換器３での吸
着動作と、第２熱交換器５での再生動作とが行われる。つまり、第２動作では、図６（ｂ
）および図１０に示すように、第１熱交換器３に室内空気ＲＡとして取り込まれた第１空
気中の水分が吸着され、第２熱交換器５から脱離した水分が室外空気ＯＡとして取り込ま
れた第２空気に付与される。
【０１０４】
　また、上記四路切換弁９は、図６（ｂ）に示すように、第１ポートと第４ポートとが接
続され、第２ポートと第３ポートとが接続された状態に切り換えられる。その結果、冷媒
回路１では、第２熱交換器５が凝縮器として機能し、第１熱交換器３が蒸発器として機能
する。
【０１０５】
　つまり、圧縮機７から吐出された高温高圧の冷媒は、加熱用の熱媒体として第２熱交換
器５に流れる。この第２熱交換器５において、冷媒によってフィン１３および伝熱管１５
の外表面に担持された吸着剤が加熱されて吸着剤から水分が脱離して吸着剤が再生される
。
【０１０６】
　一方、上記第２熱交換器５で凝縮した冷媒は、膨張弁１１で減圧される。減圧後の冷媒
は、冷却用の熱媒体として第１熱交換器３に流れる。この第１熱交換器３において、フィ
ン１３および伝熱管１５の外表面に担持された吸着剤が水分を吸着する際に吸着熱が発生
する。第１熱交換器３の冷媒は、この吸着熱を吸熱して蒸発する。蒸発した冷媒は、圧縮
機７に戻り、冷媒はこの循環を繰り返す。
【０１０７】
　また、第１ファン７９および第２ファン７７の駆動により、第２吸込口２１より室内空
気ＲＡとして流入した第１空気は、第２流入路５７を流れ、第５の開口３１ａから第１熱
交換室６９に流れる。この第１熱交換室６９において、第１空気に含まれる水分が第１熱
交換器３の吸着剤に吸着されて除湿される。さらに、第１空気は、第１熱交換器３におけ
る冷媒の蒸発熱によって顕熱を奪われる。このように、冷房除湿された第１空気は、第１
熱交換室６９から第３の開口３３ｃを経て第１流出路６５を流れ、第１ファン７９を経て
第１吹出口２３から排出空気ＥＡとして室内に排出される。
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【０１０８】
　一方、第１吸込口１９より室外空気ＯＡとして流入した第２空気は、第１流入路６３を
流れ、第２の開口３３ｂから第２熱交換室７３に流れる。第２空気には、第２熱交換室７
３において、第２熱交換器５の吸着剤より脱離した水分が放出されて加湿される。この加
湿された第２空気は、第２熱交換室７３から第８の開口３１ｄを経て第２流出路５９を流
れ、第２ファン７７を経て第２吹出口２５から調湿空気ＳＡとして室外に供給される。
【０１０９】
　この第２動作を所定のバッチ切換時間が経過するまで行った後、再び第１動作を行う。
そして、この第１動作と第２動作とを所定のバッチ切換時間が経過する毎に繰り返して室
内空間に対して加湿を連続的に行う。
【０１１０】
　　－循環モードの冷房除湿運転－
　空気調和機１０において循環モードの冷房除湿運転を行う場合には、制御部８０が、室
内空気ＲＡを取り込んで第１空気として室内に供給する一方、室外空気ＯＡを第２空気と
して取り込み室外に排出するように各部を制御する。なお、冷媒回路１の冷媒循環につい
ては、上述した全換気モードと同様である。
【０１１１】
　　《第１動作》
　第１動作では、第２熱交換器５での吸着動作と、第１熱交換器３での再生（脱離）動作
とが行われる。つまり、第１動作では、第２熱交換器５に室内空気ＲＡとして取り込まれ
た第１空気中の水分が吸着され、第１熱交換器３の表面に担持された吸着剤から脱離した
水分が室外空気ＯＡとして取り込まれた第２空気に付与される。
【０１１２】
　第１吸込口１９より室外空気ＯＡとして流入した第２空気は、第１流入路６３を流れ、
第１の開口３３ａから第１熱交換室６９に流れる。この第１熱交換室６９において、第２
空気は、第１熱交換器３の吸着剤より脱離した水分が放出されて加湿される。この加湿さ
れた第２空気は、第１熱交換室６９から第３の開口３３ｃを経て第１流出路６５を流れ、
第１ファン７９を経て第１吹出口２３から、排出空気ＥＡとして室外に排出される。
【０１１３】
　一方、第２吸込口２１より室内空気ＲＡとして流入した第１空気は、第２流入路５７を
流れ、第６の開口３１ｂから第２熱交換室７３に流れる。この第２熱交換室７３において
、第２空気に含まれる水分が第２熱交換器５の吸着剤に吸着されて除湿される。さらに、
第２空気は、第２熱交換器５において冷媒の蒸発熱によって顕熱を奪われる。このように
冷房除湿された第２空気は、第２熱交換室７３から第８の開口３１ｄを経て第２流出路５
９を流れ、第２ファン７７を経て第２吹出口２５から空調空気ＳＡとして室内に供給され
る。
【０１１４】
　この第１動作を所定のバッチ切換時間が経過するまで行った後、第２動作を行う。
【０１１５】
　　《第２動作》
　第２動作では、第１熱交換器３での吸着動作と、第２熱交換器５での再生動作とが行わ
れる。つまり、第２動作では、第１熱交換器３に室内空気ＲＡとして取り込まれた第１空
気中の水分が吸着され、第２熱交換器５の表面に担持された吸着剤から脱離した水分が第
２空気に付与される。
【０１１６】
　第１吸込口１９より室外空気ＯＡとして流入した第２空気は、第１流入路６３を流れ、
第２の開口３３ｂから第２熱交換室７３に流れる。この第２熱交換室７３において、第２
空気は、第２熱交換器５の吸着剤より脱離した水分が放出されて加湿される。この加湿さ
れた第２空気は、第２熱交換室７３から第４の開口３３ｄを経て第１流出路６５を流れ、
第１ファン７９を経て第１吹出口２３から排出空気ＥＡとして室外に排出される。
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【０１１７】
　一方、第２吸込口２１より室内空気ＲＡとして流入した第１空気は、第２流入路５７を
流れ、第５の開口３１ａから第１熱交換室６９に流れる。この第１熱交換室６９において
、第１空気に含まれる水分が第１熱交換器３の吸着剤に吸着されて除湿される。さらに、
第１空気は、第２熱交換器５において冷媒の蒸発熱によって顕熱を奪われる。このように
、冷房除湿された第１空気は、第１熱交換室６９から第７の開口３１ｃを経て第２流出路
５９を流れ、第２ファン７７を経て第２吹出口２５から空調空気ＳＡとして室内に供給さ
れる。
【０１１８】
　この第２動作を所定のバッチ切換時間が経過するまで行った後、再び第１動作を行う。
そして、この第１動作と第２動作とを所定のバッチ切換時間が経過する毎に繰り返して室
内空間における除湿を連続的に行う。
【０１１９】
　　－循環モードの暖房加湿運転－
　空気調和機１０において循環モードの暖房加湿運転を行う場合には、制御部８０が、室
外空気ＯＡとして取り込んだ第１空気を室外に排出し、室内空気ＲＡとして取り込んだ第
２空気を室内に供給するように各部を制御する。なお、冷媒回路１の冷媒循環については
、上述した全換気モードと同様である。
【０１２０】
　　《第１動作》
　第１動作では、第２熱交換器５での吸着動作と、第１熱交換器３での再生動作とが行わ
れる。つまり、第１動作では、第２熱交換器５に室外空気ＯＡとして取り込んだ第１空気
中の水分が吸着され、第１熱交換器３の表面に担持された吸着剤から脱離した水分が室内
空気ＲＡとして取り込んだ第２空気に付与される。
【０１２１】
　第２吸込口２１より室内空気ＲＡとして流入した第２空気は、第２流入路５７を流れ、
第５の開口３１ａから第１熱交換室６９に流れる。この第１熱交換室６９において、第２
空気は、第１熱交換器３の吸着剤より脱離した水分が放出されて加湿される。さらに、第
２空気は、第１熱交換器３において冷媒の凝縮熱によって顕熱を与えられる。このように
暖房加湿された第２空気は、第１熱交換室６９から第７の開口３１ｃを経て第２流出路５
９を流れ、第２ファン７７を経て第２吹出口２５より室内に供給される。
【０１２２】
　一方、第１吸込口１９より室外空気ＯＡとして流入した第１空気は、第１流入路６３を
流れ、第２の開口３３ｂから第２熱交換室７３に流れる。この第２熱交換室７３において
、第１空気に含まれる水分が第２熱交換器５の吸着剤に吸着されて除湿される。この除湿
された第１空気は、第２熱交換室７３から第４の開口３３ｄを経て第１流出路６５を流れ
、第１ファン７９を経て第１吹出口２３から排出空気ＥＡとして室外に排出される。
【０１２３】
　この第１動作を所定のバッチ切換時間が経過するまで行った後、第２動作を行う。
【０１２４】
　　《第２動作》
　第２動作では、第１熱交換器３での吸着動作と、第２熱交換器５での再生動作とが行わ
れる。つまり、第２動作では、第１熱交換器３に室外空気ＯＡとして取り込まれた第１空
気中の水分が吸着され、第２熱交換器５の表面に担持された吸着剤から脱離した水分が室
内空気ＲＡとして取り込まれた第２空気に付与される。
【０１２５】
　第２吸込口２１より室内空気ＲＡとして流入した第２空気は、第２流入路５７を流れ、
第６の開口３１ｂから第２熱交換室７３に流れる。この第２熱交換室７３において、第２
空気は、第２熱交換器５の吸着剤より脱離した水分が放出されて加湿される。さらに、第
２空気は、第２熱交換器５において冷媒の凝縮熱によって顕熱を与えられる。このように
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暖房加湿された第２空気は、第２熱交換室７３から第８の開口３１ｄを経て第２流出路５
９を流れ、第２ファン７７を経て第２吹出口２５から調湿空気ＳＡとして室内に供給され
る。
【０１２６】
　一方、第１吸込口１９より室外空気ＯＡとして流入した第１空気は、第１流入路６３を
流れ、第１の開口３３ａから第１熱交換室６９に流れる。この第１熱交換室６９において
、第１空気に含まれる水分が第１熱交換器３の吸着剤に吸着されて除湿される。この除湿
された第１空気は、第１熱交換室６９から第３の開口３３ｃを経て第１流出路６５を流れ
、第１ファン７９を経て第１吹出口２３から排出空気ＥＡとして室外に排出される。
【０１２７】
　この第２動作を所定のバッチ切換時間が経過するまで行った後、再び第１動作を行う。
そして、この第１動作と第２動作とを所定のバッチ切換時間が経過する毎に繰り返して室
内空間に対する加湿を連続的に行う。
【０１２８】
　［乾燥運転制御］
　本実施形態の空気調和機１０は、通常運転時には上述した各運転モードに従って各種運
転を行う一方で、機内におけるドレン水の発生を予測、検知する手段（水位センサ８１、
湿度センサ３ｂ，５ｂ等）を備えており、このドレン水予測検知手段によってドレン水の
発生が予測、検知された場合には、図１１に示す制御部８０が図１４に示すフローチャー
トに従って乾燥運転を行う。
【０１２９】
　　－ドレン水の発生を検知した場合の制御－
　空気調和機１０は、上述のように、各熱交換器３，５の直下にそれぞれ配置されたドレ
ンパン８３と、ドレンパン８３にドレン水Ｗが溜まってきたことを検知する水位センサ８
１とを備えている（図１２参照）。
【０１３０】
　ここで、本実施形態の空気調和機１０におけるドレン水Ｗの発生について説明する。
【０１３１】
　空気調和機１０においては、上述したように表面に吸着剤が担持された２つの熱交換器
３，５が交互に吸着動作と再生動作とを繰り返すことで、継続的に冷房除湿運転あるいは
暖房加湿運転を行う。このとき、蒸発器として機能する熱交換器側においては、熱交換器
３，５を通過する空気から水分が吸着剤に吸着されて除湿（潜熱処理）されるが、その空
気の湿度に対してバッチ切換時間が長い場合等には吸着剤に吸着される水分量の限界を超
えて熱交換器３，５の表面にドレン水が発生する場合がある。このように、蒸発器として
機能する際の熱交換器３，５の表面に担持された吸着剤の吸着容量を越えて発生したドレ
ン水Ｗは熱交換器３，５の表面をつたってその直下に配置されたドレンパン８３に溜まっ
ていく。
【０１３２】
　また、冷媒回路１を流れる冷媒の蒸発温度が低すぎる場合にも、熱交換器３，５を通過
する空気が露点温度以下に冷やされて熱交換器３，５の表面に結露することでドレン水が
発生することがある。
【０１３３】
　制御部８０は、水位センサ８１がこのドレンパン８３に溜まったドレン水Ｗを検知する
と、以下のような制御を行う。
【０１３４】
　すなわち、制御部８０は、ステップ（以下Ｓと示す）１の通常運転中に、Ｓ２において
ドレン水Ｗの発生を検知すると、第１に、例えば、Ｓ４において、それ以降の運転におけ
るドレン水Ｗの発生を抑えるために、バッチ切換時間を短縮する制御を行う。これにより
、熱交換器３，５が蒸発器として機能する１回あたりの時間を短くすることで、吸着剤が
高い吸着力を維持したまま吸着動作を行うことができる。よって、例えば、吸着剤で吸着
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しきれずに熱交換器３，５において発生するドレン水Ｗの発生を抑えることができる。
【０１３５】
　また、それ以降の運転においてドレン水Ｗの発生を抑えるための他の制御方法として、
Ｓ３において冷媒回路１を構成する圧縮機７の容量を落とす制御を行ってもよい。これに
より、冷媒回路１に流れる冷媒の蒸発温度を空気の露点温度以上に上げて、蒸発器として
機能する各熱交換器３，５の温度を上昇させる。この結果、蒸発器として機能する際の熱
交換器３，５を空気が通過する際に結露してドレン水Ｗが発生することを防止できる。
【０１３６】
　また、それ以降の運転においてドレン水Ｗの発生を抑えるためのさらに他の制御方法と
して、Ｓ５において、バッチ切換時間の経過時において、冷媒流路の切り換えタイミング
を空気流路の切り換えタイミングよりも早くするような制御を行ってもよい。これにより
、冷媒回路１の熱容量を処理してから吸着剤において水分の吸着、水分の脱離（再生）が
行われるため、熱交換器３，５を通過する空気に含まれる潜熱負荷の処理を継続しながら
、空気を通過させることで、熱交換器３，５における結露の発生を抑えることができる。
【０１３７】
　ここで、水位センサ８１によるドレン水Ｗの検知は、すでにドレン水Ｗが発生してドレ
ンパン８３に存在していることを示している。
【０１３８】
　本実施形態の空気調和機１０では、上述した検知後にさらなるドレン水の発生を抑える
第１の制御とともに、第２の制御として、すでに発生したドレン水Ｗを消滅させるような
制御も行うことができる。
【０１３９】
　すなわち、このようなドレン水を消滅させる場合には、Ｓ６において、制御部８０が、
バッチ切換時間を長くする制御を行う。これにより、すでに発生しているドレン水の蒸発
を促進させることができる。この結果、熱交換器３，５およびドレンパン８３に発生した
ドレン水を消滅させることができる。
【０１４０】
　すでに発生したドレン水を消滅させる他の制御方法として、ドレン水の発生を検知した
場合には、Ｓ７において、制御部８０が一時的に上述した循環モードに運転を切り換える
制御を行ってもよい。
【０１４１】
　これにより、空気の流路を切り換えて循環運転を行うことで、湿度の低い室内空気を蒸
発器として機能する熱交換器３，５へ送り、湿度の高い外気を凝縮器として機能する熱交
換器３，５へ送ることができる。この結果、蒸発器として機能する熱交換器３，５の表面
に担持された吸着剤とすでに発生したドレン水を乾燥させることができる。よって、空気
調和機におけるドレン水の発生を効果的に抑制するとともに、湿度の低い室内空気によっ
てすでに発生しているドレン水の蒸発を促進することができる。
【０１４２】
　また、すでに発生したドレン水を消滅させるようなさらに他の制御方法として、図１５
に示すように、発生したドレン水を蒸発させるための熱を与えるヒータ（熱源）８６を備
えており、ドレン水の発生を検知した場合には、Ｓ８において、制御部８０がヒータ８６
の電源をＯＮする制御であってもよい。これにより、発生したドレン水に熱を与えて蒸発
させることで、機内において発生したドレン水を消滅させることができる。なお、ヒータ
８６の配置は、図１５に示すようにドレンパン８３の下側に限定されるものではなく、ド
レンパンの上部からドレン水を直接加熱するように配置されていてもよい。また、ヒータ
８６から直接ドレン水を加熱するのではなく、加熱した空気を熱風にしてドレン水に当て
て乾燥させてもよい。
【０１４３】
　そして、このような乾燥運転は、Ｓ９において、制御部が所定の条件（タイマ設定時間
、所定の湿度に到達等）を満足したことを検知すると、Ｓ１０において通常運転へ切り換
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えられることで終了する。
【０１４４】
　　－ドレン水の発生を予測した場合の制御－
　空気調和機１０は、図１３に示すように、各熱交換器３，５を通過する前、あるいは通
過した後の空気の温度、湿度を測定する温湿度センサ４、湿度センサ３ｂ，５ｂを備えて
いる。
【０１４５】
　本実施形態の空気調和機１０では、例えば、上記湿度センサ３ｂ，５ｂを用いて熱交換
器３，５を通過した空気の湿度を計測し、制御部８０が、その計測結果が所定の値以上で
ある場合やその高湿度の状態が一定時間以上継続した場合にドレン水の発生を予測する。
【０１４６】
　これにより、熱交換器３，５において実際にドレン水が発生する前にドレン水の発生を
予測して、ドレン水の発生しにくい運転状態に切り換える制御を行うことができる。
【０１４７】
　また、ドレン水の発生を予測する別の方法として、温湿度センサ４とサーミスタ３ａ，
５ａとを用いてドレン水の発生を予測する方法を採用してもよい。
【０１４８】
　すなわち、本実施形態の空気調和機１０では、熱交換器３，５を通過する前の空気の温
度と湿度とを計測する。そして、制御部８０が、温湿度センサ４による測定結果から露点
温度を求め、その露点温度に補正値を加えた値が蒸発機として機能する熱交換器３，５に
取り付けられたサーミスタ３ａ，５ａによって計測される温度よりも高い場合には、ドレ
ン水の発生を予測する。
【０１４９】
　この方法によっても、上記と同様に、熱交換器３，５において実際にドレン水が発生す
る前にドレン水の発生を予測して、ドレン水の発生しにくい運転状態に切り換える制御を
行うことができる。
【０１５０】
　そして、制御部８０は、湿度センサ３ｂ，５ｂにおける計測結果に基づいてドレン水の
発生を予測すると、以下のような制御を行う。
【０１５１】
　すなわち、制御部８０は、Ｓ２においてドレン水発生を予測すると、それ以降の運転に
おけるドレン水の発生を抑えるために、Ｓ４においてバッチ切換時間を短縮する制御を行
う。これにより、熱交換器３，５が蒸発器として機能する１回あたりの時間を短くするこ
とで、吸着剤が高い吸着力を維持したまま吸着動作を行うことができるため、吸着剤で吸
着しきれずに発生したドレン水の発生を抑えることができる。
【０１５２】
　また、他の制御方法として、制御部８０は、Ｓ３において冷媒回路１を構成する圧縮機
７の容量を落とす制御を行ってもよい。これにより、冷媒回路１に流れる冷媒の蒸発温度
を空気の露点温度以上に上げて、蒸発器として機能する各熱交換器３，５の温度を上昇さ
せることができる。この結果、蒸発器として機能する際の熱交換器３，５を空気が通過す
る際に結露してドレン水が発生することを防止できる。
【０１５３】
　また、さらに他の制御方法として、制御部８０は、Ｓ５においてバッチ切換時間の経過
時において、冷媒流路の切り換えタイミングを空気流路の切り換えタイミングよりも早く
する制御を行ってもよい。これにより、冷媒回路１の熱容量を処理してから吸着剤におい
て水分の吸着、水分の脱離（再生）が行われるため、熱交換器３，５を通過する空気に含
まれる潜熱負荷の量を減らすことなく、空気を通過させることで、熱交換器３，５におけ
るドレン水の発生を抑えることができる。
【０１５４】
　なお、乾燥運転の終了制御については、上記と同様に、Ｓ９において、制御部が所定の
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条件（タイマ設定時間、所定の湿度に到達等）を満足したことを検知すると、Ｓ１０にお
いて通常運転へ切り換えられることで終了する。
【０１５５】
　［本空気調和機の特徴］
　（１）
　本実施形態の空気調和機１０は、デシカント式の外調機であって、制御部８０が、ドレ
ン水認識部として機能する水位センサ８１等を用いて、熱交換器３，５のうち、蒸発器と
し機能する側におけるドレン水の発生を検知、あるいは湿度センサ３ｂ，５ｂ等を用いて
ドレン水の発生を予測すると、それ以降のドレン水の発生を抑制するための乾燥運転を行
う。
【０１５６】
　これにより、水位センサ８１等のドレン水認識部におけるドレン水の発生を検知、予測
した後における空気調和機の室内機内におけるドレン水の発生を抑えることができる。こ
の結果、例えば、ドレン配管の配管径を小さくしたり、ドレン配管を不要にしたりするこ
とができ、ドレン配管の材料費や配管配設工事費用を削減してコストダウンを図ることが
できる。
【０１５７】
　（２）
　本実施形態の空気調和機１０は、ドレン水認識部として、水位センサ８１、湿度センサ
３ｂ，５ｂ、温湿度センサ４等を備えている。
【０１５８】
　これにより、空気調和機１０の室内機内におけるドレン水の発生を検知あるいは予測す
ることができる。
【０１５９】
　（３）
　本実施形態の空気調和機１０では、制御部８０が、ドレン水の発生を予測あるいは検知
すると、冷媒回路１を構成する圧縮機７の容量を抑えて乾燥運転を行う。
【０１６０】
　これにより、冷媒回路１内を流れる冷媒の蒸発温度を上昇させて、例えば、熱交換器３
，５を通過する空気の露点温度よりも上昇させることができる。この結果、ドレン水の発
生予測、検知後において、蒸発器として機能する熱交換器３，５を通過する空気が熱交換
器３，５において結露してドレン水が発生することを効果的に抑制することができる。
【０１６１】
　（４）
　本実施形態の空気調和機１０では、制御部８０が、２つの熱交換器３，５をそれぞれ凝
縮器、蒸発器として機能させる第１の状態と、蒸発器、凝縮器として機能させる第２の状
態とを所定のバッチ切換時間経過毎に交互に切り換えて、各熱交換器３，５の表面に担持
された吸着剤における吸着動作、再生動作を繰り返し行わせる。そして、ドレン水の発生
を予測、検知すると、バッチ切換時間を短縮して乾燥運転を行う。
【０１６２】
　これにより、分を吸着し過ぎた状態になる前に吸着剤を再生するため、吸着剤が常に高
い吸着力を保持した状態を維持することができるとともに、顕熱負荷の処理能力が低下す
る。この結果、潜熱負荷を効率よく処理することが可能になり、ドレン水の発生を効果的
に抑制することができる。また、顕熱負荷があまり処理されていない状態の空気が熱交換
器を通過することになるため、すでに発生したドレン水の乾燥を促進させることもできる
。
【０１６３】
　（５）
　本実施形態の空気調和機１０では、上述のように、制御部８０が空気流路切換機構９１
を制御して全換気モードと循環モードとを切り換える。そして、制御部８０は、ドレン水
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の発生を検知すると、一時的に循環モードに切り換えて乾燥運転を行う。
【０１６４】
　これにより、湿度の高い外気が蒸発器として機能する熱交換器３，５を通過することを
防止し、かつ湿度の高い外気を凝縮器として機能する熱交換器３，５を通過させることで
、ドレン水の発生を効果的に抑制することができる。さらに、蒸発器として機能する熱交
換器３，５側には、比較的湿度の低い室内空気が通過するため、すでに発生したドレン水
の乾燥を促進させることができる。
【０１６５】
　（６）
　本実施形態の空気調和機１０では、制御部８０が、２つの熱交換器３，５を凝縮器、蒸
発器として機能させる第１の状態と、蒸発器、凝縮器として機能させる第２の状態とを所
定のバッチ切換時間経過毎に交互に切り換えて、各熱交換器３，５の表面に担持された吸
着剤における吸着動作、再生動作を繰り返し行わせる。さらに、制御部８０は、実際にド
レン水が発生したことを検知すると、上記バッチ切換時間を検知等する前の運転よりも長
くして乾燥運転を行う。
【０１６６】
　これにより、空気流路切換時間が長くなることで、ドレン水を蒸発させやすい状態にす
ることができる。
【０１６７】
　（７）
　本実施形態の空気調和機１０の制御方法では、上述のように、ドレン水認識部として機
能する水位センサ８１等を用いて、吸着剤が表面に担持された熱交換器３，５のうち、蒸
発器とし機能する側におけるドレン水の発生を検知、あるいは湿度センサ３ｂ，５ｂ等を
用いてドレン水の発生を予測すると、それ以降のドレン水の発生を抑制するための乾燥運
転を行う。
【０１６８】
　これにより、水位センサ８１等のドレン水認識部におけるドレン水の発生を検知、予測
した後における空気調和機の室内機内におけるドレン水の発生を抑えることができる。こ
の結果、例えば、ドレン配管の配管径を小さくしたり、ドレン配管を不要にしたりするこ
とができ、ドレン配管の材料費や配管配設工事費用を削減してコストダウンを図ることが
できる。
［他の実施形態］
　以上、本発明の一実施形態について説明したが、本発明は実施形態に限定されるもので
はなく、発明の要旨を逸脱しない範囲で種々の変更が可能である。
【０１６９】
　（Ａ）
　上記実施形態では、ドレン水の発生を検知する手段として、水位センサ８１を用いる例
を挙げて説明した。しかし、本発明はこれに限定されるものではない。
【０１７０】
　例えば、図１６に示すように、第１熱交換器３または第２熱交換器５の側面における上
部に設けられたサーミスタ３ｃ，５ｃと、最下部に設けられたサーミスタ３ｄ，５ｄと、
を用いてドレン水の発生を検知してもよい。
【０１７１】
　このような構成を備えた空気調和機では、蒸発器として機能する熱交換器３，５におい
てドレン水が発生すると、熱交換器３，５の側面をつたって最下部に取り付けられたサー
ミスタ３ｄ，５ｄに接触する。そして、バッチ切換時間の経過後に空気および冷媒の流路
が切り換えられると、熱交換器３，５が凝縮器として機能し、サーミスタの温度が上昇す
る。このとき、ドレン水が発生している場合には、最下部のサーミスタ３ｄ，５ｄはドレ
ン水と接触しているため、ドレン水と接触していない上部のサーミスタ３ｃ，５ｃとの間
で温度上昇に差が生じる。この結果、熱交換器３，５の上部と最下部とにそれぞれ取り付
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けられたサーミスタ３ｃ，５ｃおよびサーミスタ３ｄ，５ｄにおける、熱交換器３，５が
凝縮器として機能する際の温度上昇に差が生じたことを検知することで、制御部８０はド
レン水の発生を検知することができる。
【０１７２】
　なお、図１６では、サーミスタが熱交換器３，５の双方に取り付けられているが、熱交
換器３，５に対して、サーミスタ３ｃ，３ｄあるいはサーミスタ５ｃ，５ｄのいずれか一
方のみが取り付けられている構成であってもよい。
【０１７３】
　（Ｂ）
　上記実施形態では、ドレン水の発生を検知する手段として、フロート式の水位センサ８
１を例に挙げて説明した。しかし、本発明はこれに限定されるものではない。
【０１７４】
　例えば、同じ水位センサであっても、図１７に示すように、ドレンパン８３の底面に配
置されたサーミスタ（ドレン水認識部）８５であってもよい。このサーミスタ８５を用い
た水位センサでは、吸着動作を行う蒸発器として機能する熱交換器側において発生したド
レン水がドレンパン８３に配置されたサーミスタ８５に接触すると温度測定値が空気温度
からドレン水の温度まで下降することを検知してドレン水の発生を検知することができる
。
【０１７５】
　（Ｃ）
　上記実施形態では、空気調和機１０が２つの熱交換器（第１熱交換器３、第２熱交換器
）を備えており、バッチ式制御を行う例を挙げて説明した。しかし、本発明はこれに限定
されるものではない。
【０１７６】
　例えば、単一の熱交換器を用いて吸着剤を担持した調湿ユニットを回転させる等の方法
により吸着動作と再生動作とを行うフロー式の空気調和機であってもよい（特開２００１
－２０８３７４号公報参照）。このようなフロー式空気調和機であっても、上記実施形態
の空気調和機１０と同様に乾燥制御運転を行うことができる。
【０１７７】
　さらに、本発明の空気調和機は、換気機能を備えた上記実施形態のデシカント式外調機
に対して、換気機能を備えていないデシカント式調湿機であってもよい。
【０１７８】
　（Ｄ）
　上記実施形態では、空気調和機１０が、２つの熱交換器（第１熱交換器３、第２熱交換
器５）を備えている例を挙げて説明した。しかし、本発明はこれに限定されるものではな
い。
【０１７９】
　例えば、３つ以上の熱交換器を備えており、所定の数の熱交換器が吸着動作、その他の
熱交換器が再生動作を行う第１の状態と、上記所定の数の熱交換器が再生動作、その他の
熱交換器が吸着動作を行う第２の状態とを切り換えるようにバッチ式制御が行われる空気
調和機１０であってもよい。
【０１８０】
　（Ｅ）
　上記実施形態では、第１熱交換器３および第２熱交換器５がクロスフィン式のフィン・
アンド・チューブ型熱交換器である例を挙げて説明した。しかし、本発明はこれに限定さ
れるものではない。
【０１８１】
　例えば、コルゲートフィン式の熱交換器等の他の形式の熱交換器であってもよい。
【０１８２】
　（Ｆ）
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　上記実施形態では、吸着剤を、ディップ成形によって各フィン１３および伝熱管１５の
外表面に担持している例を挙げて説明した。しかし、本発明はこれに限定されるものでは
ない。
【０１８３】
　例えば、吸着剤としての性能を損なわない限り、他のいかなる方法でその外表面に吸着
剤を担持してもよい。
【０１８４】
　（Ｇ）
　上記実施形態では、室内空間における温度および湿度を測定する温湿度センサ４と、湿
度を測定する湿度センサ３ｂ，５ｂとを備えている例を挙げて説明した。しかし、本発明
はこれに限定されるものではない。
【０１８５】
　例えば、温湿度センサ４、湿度センサ３ｂ，５ｂのうち、いずれか一方を備えている構
成であってもよい。ただし、この場合には、温度と湿度の両面からドレン水の発生を予測
、検知することができないため、正確な制御を行いたい場合には上記実施形態のように室
内空間における気温および湿度を測定する温湿度センサ４と、湿度を測定する湿度センサ
３ｂ，５ｂとを両方備えていることがより好ましい。
【０１８６】
　なお、湿度センサ３ｂ，５ｂおよび温湿度センサ４は、２つずつ設けられているが、熱
交換器３，５のいずれか一方に１つずつ設けられていればよい。
【産業上の利用可能性】
【０１８７】
　本発明の空気調和機は、機内におけるドレン水の発生を効果的に抑制できるという効果
を奏することから、デシカント式の調湿機や外調機等の空気調和機に広く適用可能である
。
【図面の簡単な説明】
【０１８８】
【図１】本発明の一実施形態に係る空気調和機の構成を示す平面図。
【図２】図１の I－ I線におけるケーシング内部の構成を示す矢視断面図。
【図３】図１の II－ II線におけるケーシング内部の構成を示す矢視断面図。
【図４】図１の空気調和機が備えている熱交換器を示す斜視図。
【図５】本発明の一実施形態に係る空気調和機が備えている冷媒回路を示す回路図。
【図６】（ａ），（ｂ）は、図１の空気調和機が備えている冷媒回路の制御状態を示す回
路図。
【図７】図１の空気調和機における空気の流れを示す平面図。
【図８】図１の空気調和機における空気の流れを示す平面図。
【図９】図１の空気調和機における空気の流れを示す平面図。
【図１０】図１の空気調和機における空気の流れを示す平面図。
【図１１】図１の空気調和機が備えている制御部に接続された各構成を示すブロック図。
【図１２】図１の空気調和機が備えているドレン水認識部の一例を示すフローチャート。
【図１３】図１の空気調和機が備えているドレン水認識部の他の例を示すフローチャート
。
【図１４】図１の空気調和機における乾燥運転制御の他の例を示すフローチャート。
【図１５】本発明のさらに他の実施形態に係る空気調和機が備えている熱源を示す側面図
。
【図１６】本発明のさらに他の実施形態を示す空気調和機が備えているドレン水認識部の
一例を示す側面図。
【図１７】本発明のさらに他の実施形態を示す空気調和機が備えているドレン水認識部の
他の例を示す側面図。
【符号の説明】
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【０１８９】
１　　　　　　　冷媒回路
３　　　　　　　第１熱交換器
３ａ，５ａ　　　サーミスタ（ドレン水認識部、センサ）
３ｂ，５ｂ　　　湿度センサ（ドレン水認識部、センサ）
３ｃ，５ｃ　　　サーミスタ（ドレン水認識部、センサ）
３ｄ，５ｄ　　　サーミスタ（ドレン水認識部、センサ）
５　　　　　　　第２熱交換器
６　　　　　　　第３熱交換器
７　　　　　　　圧縮機
９　　　　　　　四路切換弁（冷媒流路切換部）
１０　　　　　　空気調和機
１１　　　　　　膨張弁
１３　　　　　　フィン
１５　　　　　　伝熱管
１７　　　　　　ケーシング
１９　　　　　　第１吸込口
２１　　　　　　第２吸込口
２３　　　　　　第１吹出口
２５　　　　　　第２吹出口
２７　　　　　　仕切板
２９ａ　　　　　空気室
２９ｂ　　　　　機器室
３１ａ～３１ｂ　第１～第４の開口
３５～３８　　　第５～第８ダンパ（空気流路切換部）
４７～５０　　　第１～第４ダンパ（空気流路切換部）
５７　　　　　　第２流入路
５９　　　　　　第２流出路
６３　　　　　　第１流入路
６５　　　　　　第１流出路
６９　　　　　　第１熱交換室
７３　　　　　　第２熱交換室
７７，７９　　　送風ファン
８０　　　　　　制御部
８１　　　　　　水位センサ（ドレン水認識部）
８１ａ　　　　　本体部
８１ｂ　　　　　ステム
８１ｃ　　　　　フロート
８３　　　　　　ドレンパン
８５　　　　　　サーミスタ（ドレン水認識部、温度センサ）
８６　　　　　　ヒータ（熱源）
９１　　　　　　空気流路切換機構
９５　　　　　　キャピラリーチューブ
９６　　　　　　電磁弁
１００　　　　　冷媒回路
１０１　　　　　空気調和機
１０２，１０３　調湿エレメント
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】
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